
指差呼称（フィンガーチェック運動）の定着に向けての活動 

この印が目に入ったら指差呼称 

◆定着に向けての活動◆ 

１．広島中央労働基準監督署が主唱する   ２．入場時に指差呼称を意識させるため、 

「建設業フィンガーチェック運動」   現場入場口で音声案内機により 

に賛同し参加宣言を行う 「指差呼称をしましょう」の自動放送 

３．所長・所員が率先して指差呼称を行う ４．職長会との連携 

 朝礼にて「私たち所員は大きな声で指差呼称を  職長も率先して指差呼称を実施します。 

行います。皆さんも一緒に声を出してください。」  所員に対してのアピールではなく、 

と宣言する                   作業員に聞かせるようにする 

５．オリジナルポスターの掲示 ６．その結果 

作業員をモデルに指差呼称のポスターを ・職長が率先して指差呼称をするように 

作成し掲示する   なった 

・作業員も職長を見習って指差呼称をする 

ようになった 

指差呼称で災害が６分の１に減少するのは分かっているが、 

◇いままでは◇ 

・パトロール時にだけ指差呼称をしている 

・一部の職長だけが指差呼称をしている 

◇なぜ指差呼称ができないのか◇ 

・恥ずかしい      ・面倒くさい 

・どこで何をしたらいいのかわからない 

玉掛けヨシ！ 

地切りヨシ！ 

荷卸しヨシ！ 

お疲れ様です！ 

指差呼称で安全確認し

ましょう！ 

昇降階段使用ヨシ！ 

通路確認ヨシ！ 

安全ブロックヨシ！ 


